
大
阪
南
部
地
域

ジャパン・アズ・ナンバーワンを再び
　
１
９
６
３
年
４
月
、
日
刊
工
業
新
聞
社
は
大
阪
府
堺
市
を
中
心
に
南
大
阪
地
域
を

取
材
エ
リ
ア
と
す
る
南
大
阪
支
局

当
時
は
堺
支
局

を
開
設
し
た
。
以
来
、
当
地

域
で
活
動
を
続
け
、
今
年
で

周
年
を
迎
え
た
。

南大阪支局開設５０周年特集

竹山修身氏堺市長

５
０
周
年
に
あ
た
っ
て

情
報
発
信
の
拠
点
、
飛
躍
期
待

　
南
大
阪
支
局
が
開
局

周

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
１
９
６
３
年
の
開
局

以
来
、
堺
市
を
含
め
た
南
大

阪
の
産
業
の
発
展
を
支
え
る

べ
く
、
地
域
企
業
の
情
報
発

信
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
な

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
堺
市
は
、
鉄
鋼
、
機
械
、

電
子
デ
バ
イ
ス
、
石
油
等
の

大
規
模
製
造
拠
点
か
ら
、
独

自
の
技
術
力
や
高
い
シ
ェ
ア

を
誇
る
優
秀
な
中
小
企
業
、

さ
ら
に
堺
打
刃
物
を
は
じ
め

と
す
る
伝
統
産
業
ま
で
幅
広

い
産
業
集
積
を
有
す
る
、
全

国
政
令
市
中
第
５
位
の
製
造

品
出
荷
額
を
誇
る
モ
ノ
づ
く

り
の
ま
ち
で
す
。

　

年
度
に
投
資
額
に
応
じ

て
固
定
資
産
税
な
ど
軽
減
す

る
企
業
立
地
促
進
条
例
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
は
、
約
９
３

０
０
億
円
の
投
資
と
約
５
０

０
０
人
の
雇
用
が
な
さ
れ
る

な
ど
、
企
業
の
立
地
が
進
ん

で
お
り
、
特
に
こ
こ
数
年
間

は
臨
海
部
の
交
通
利
便
性
の

高
ま
り
か
ら
、
先
端
機
能
を

備
え
た
大
規
模
物
流
拠
点
の

集
積
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
中
小
モ
ノ
づ

く
り
企
業
に
対
し
て
も
、
製

品
・
技
術
の
高
付
加
価
値
化

や
省
エ
ネ
設
備
導
入
に
係
る

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充
し
、

研
究
開
発
機
能
強
化
を
支
援

す
る
マ
ザ
ー
工
場
化
を
進
め

る
な
ど
、
全

国
的
に
見
て

も
手
厚
い
支

援
を
実
施

し
、
一
層
の
競
争
力
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域

の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の
情
報

発
信
拠
点
と
し
て
の
、
貴
局

の
今
後
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
引
き
続
き
地
域
産
業

の
活
性
化
に
向
け
た
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

堺市役所展望フロアから望む南
大阪地域（写真奥が大阪湾）

企
業
と
共
に
半
世
紀
地
域
活
性
化
目
指
し
て
南
大
阪
支
局

　　 ２０１３年 平成２５年 ７月２２日 月曜日 【広告特集】 （ ）

　
開
設
当
時
の
日
本
は
高
度

経
済
成
長
期
に
あ
り
、
当
地

域
も
堺
・
泉
北
工
業
地
帯
造

成
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
沸

い
て
い
た
。
鉄
鋼
や
化
学
産

業
な
ど
基
幹
産
業
の
拠
点
も

大
き
く
拡
大
し
た
時
期
だ
っ

た
。

年
代
に
入
る
と
世
界

へ
の
玄
関
、
関
西
国
際
空
港

が
開
港
。
国
際
化
や
地
域
経

済
の
活
性
化
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
と
と
も
に
、
都
市

形
成
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
た
。

　
し
か
し
ほ
ど
な
く
日
本
は

バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
。
そ
の

後
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日

本
大
震
災
、
失
わ
れ
た

年

の
中
で
起
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

事
象
に
経
営
者
は
苦
し
い
か

じ
取
り
を
迫
ら
れ
た
。
た

だ
、
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て

も
企
業
は
創
意
工
夫
と
努
力

で
苦
境
を
し
の
ぎ
、
経
営
を

維
持
し
て
き
た
。

　
今
年
、
ニ
ッ
カ
ト
ー
が
創

業
１
０
０
周
年
、
ダ
イ
ネ
ツ

堺
市
堺
区

が
創
業
２
０

０
周
年
を
迎
え
た
。
も
ち
ろ

ん
こ
れ
ら
を
上
回
る
創
業
年

数
の
企
業
も
当
地
域
に
は
あ

る
。
南
大
阪
支
局
が
拠
点
を

構
え
る
は
る
か
以
前
か
ら
当

地
域
の
モ
ノ
づ
く
り
は
続

き
、
想
像
も
及
ば
な
い
苦
境

を
乗
り
越
え
て
き
た
企
業
群

が
あ
る
。
当
地
域
は
こ
う
し

た
企
業
群
と
新
た
な
企
業
群

が
そ
れ
ぞ
れ
に
挑
戦
を
続
け

て
い
る
。

【
次
代
に
向
け
て
連
携
の
動

き
が
加
速
】

　
南
大
阪
地
域
で
企
業
支
援

の
た
め
の
連
携
が
加
速
し
て

い
る
。
大
阪
府
立
産
業
技
術

総
合
研
究
所

産
技
研

は

３
月
、
堺
市
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
。
５
月
に
は
和
泉

市
、
和
泉
商
工
会
議
所
と
３

者
で
同
協
定
を
結
ん
だ
。
産

技
研
が
自
治
体
と
協
定
を
結

ぶ
の
は
東
大
阪
市
に
続
き
、

堺
市
が
２
番
目
、
和
泉
市
が

３
番
目
に
な
る
。
商
工
会
議

所
も
加
わ
っ
た
３
者
協
定
は

和
泉
市
が
初
め
て
だ
。

　
産
技
研
が
協
定
締
結
を
広

く
進
め
る
の
は
、
体
系
的
な

企
業
の
支
援
を
実
現
す
る
の

が
狙
い
。
大
学
、
自
治
体
と

連
携
し
、
産
学
官
に
よ
る
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
体

制
の
構
築
を
目
指
し
て
い

る
。
堺
市
で
は
提
携
を
も
と

に
今
年
度
、
中
小
企
業
の
技

術
開
発
資
金
を
補
助
す
る

「
堺
市
も
の
づ
く
り
新
事
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
補
助
金
」

に
よ
り
金
額
の
大
き
い
特
定

技
術
開
発
テ
ー
マ
枠
を
設
け

た
。
成
果
が
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
だ
。

　
産
技
研
に
寄
せ
ら
れ
る
企

業
の
相
談
は

年
度
の
デ
ー

タ
で
評
価
依
頼
が
最
も
多

く
、
不
良
品
の
原
因
究
明
、

製
品
開
発
と
続
く
。
来
館
者

は
大
阪
市
内
の
企
業
が
ト
ッ

プ
で
２
位
が
堺
市
内
企
業
。

一
方
で
和
泉
市
の
企
業
は
来

館
者
と
し
て
は
少
な
い
も
の

の
企
業
数
に
占
め
る
利
用
者

の
比
率
は
上
位
に
な
っ
て
い

る
。

【
草
の
根
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

　

月
に
も
日
本
政
策
金
融

公
庫
堺
支
店
を
事
務
局
と
す

る
女
性
経
営
者
の
会
が
発

足
す
る
。
女
性
経
営
者
、
役

員
の
目
線
で
情
報
交
換
を
図

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う

と
い
う
動
き
だ
。
こ
れ
ま
で

地
域
の
女
性
経
営
者
ら
が
開

い
て
い
た
女
子
会
が
母
体

と
い
う
。
南
海
グ
リ
ル

堺

市
堺
区

の
西
浦
結
香
社
長

が
世
話
役
と
し
て
準
備
を
進

め
て
お
り
、
発
足
時
に
は

人
程
度
の
会
員
を
集
め
る
と

い
う
。

　
日
本
公
庫
の
支
店
が
事
務

局
を
務
め
る
女
性
の
会
は
東

京
や
大
阪
、
前
橋
な
ど
に
あ

り
、
堺
支
店
は

支
店
目
。

大
阪
府
内
で
は
二
つ
目
に
な

る
。
日
本
公
庫
堺
支
店
も
事

務
局
と
し
て
活
動
に
積
極
的

に
加
わ
っ
て
い
く
。
日
本
が

勢
い
を
取
り
戻
す
に
は
女
性

の
活
力
が
必
要
と
言
わ
れ
る

だ
け
に
、
地
域
の
こ
う
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ど
の
よ
う

な
活
躍
を
見
せ
る
か
、
期
待

さ
れ
る
。


